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要旨 : 

水島製鉄所鋼片工場仕上ミル(VH4 スタンド連続ミル)をフィールドとして，孔型連続ミル

計算機制御技術の開発を行った。制御方式は，バー間寸法制御を目的としたセットアップ制

御と，バー内寸法制御を目的としたダイナミック制御の両者で構成した。前者においては，

温度，荷重，幅拡がりなどの圧延パラメータ予測モデルが開発の中心となるが，孔型圧延の

特徴を考慮した高精度のモデルを開発した。後者については，従来の張力制御に代り，圧下

制御を主体とした新しい断面形状制御方式を開発した。また，ミルモータに交流可変速制御

を適用し，特に，主機は全てディジタル化した。これらの実機への適用結果から，寸法精度

の向上効果を確認した。 
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